
調教中の若い競走馬に特有な栄養必要量

スティーヴン・デュレン、 Ph.D
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成長 成長 + 運動

2

概要

• 栄養要求量
1歳馬
調教中の1歳馬
成馬との比較

• 食餌の変化
粗飼料
穀物

• 特有の難題
消化不良
潰瘍
電解質

• 質疑応答

Performance Horse Nutrition, LLC ®
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栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 1歳馬の栄養要求量

• NRC、2007年
• 1歳馬

• 体重 = 387 kg
• 増体 = 0.29 kg/日
• 成熟時体重 = 500 kg

4

栄養要求量

• 科学的に確立されている

• 国家研究会議 (NRC) –米
国

• 日本の馬用飼養標準 –
日本

• 栄養要求量は、サプリメ
ントメーカーや飼料メー
カーが決めているのでは
ない

• 信頼できる飼養標準

Performance Horse Nutrition, LLC ®
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栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 1歳馬の栄養要求量

• 可消化エネルギー
19.2 Mcal/日

• 粗蛋白質
799 g/日

• リジン
34.4 g/日

6

栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 1歳馬の栄養要求量

• 2つの重要構成要素
維持
成長

• 維持 –増体なしに、組織

を維持するのに必要な栄
養

• 成長 –組織を増やすの
に必要な栄養

増体率によって変化
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栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 1歳馬の栄養要求量

• NRC、2007年
• 今度は、要求量の
構成要素は:

維持
成長
運動
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栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 1歳馬の栄養要求量

• NRC、2007年
• 1歳馬

• 体重 = 387 kg
• 増体 = 0.29 kg/日
• 成熟時体重 = 500 kg
• プラス 「中程度の運動
量」
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栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®
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蛋白質

1歳馬

1歳馬 + 調教

799 g

906 g

蛋白質要求量が13%上昇
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栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®
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エネルギー

1歳馬

1歳馬 + 調教
19.2 Mcal

25 Mcal

エネルギー要求量が30%上昇
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24ヶ月、成長 ‐体重 429kg

DE CP Ca P Cu Zn Se Mn I リジン Vit A Vit E
18.7 769 36.6 20.3 107.2 429 1.1 429 3.8 33.1 19289 857

成馬、非常に強い運動 ‐体重 429kg

DE CP Ca P Cu Zn Se Mn I リジン Vit A Vit E
29.6 861 34.3 24.9 107.2 429 1.1 429 3.8 37 19289 857

24ヶ月、成長 + 非常に強い運動 ‐体重 429kg

DE CP Ca P Cu Zn Se Mn I リジン Vit A Vit E
32.4 1090 36.6 20.3 107.2 429 1.1 429 3.8 46.9 19289 857

栄養要求量 – 2歳以上の馬

12

栄養要求量

Performance Horse Nutrition, LLC ®
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リジン

1歳馬

1歳馬 + 調教

34.4 g

39 g

リジン要求量が13%上昇
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食餌の変化

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• エネルギー、蛋白質、
リジンの要求量の上
昇に対応するには –
給餌内容の変更

• 給餌内容の変更とと
もに、

放牧時間の変更
馬房にいる時間
が増える

14

栄養要求量

• カルシウム要求量

• 成熟するとカルシウム要求
量は低下する

• NRC 2007年 ‐調教中の若
い馬は、「成長」レベルのカ
ルシウム量を維持

• カルシウム摂取量を多くし
たにも関わらず、調教中の
若い馬は、調教28 ‐ 84日に
かけて骨のミネラル量が失
われた (Pagan et al., 2008)

• もっと研究が必要

Performance Horse Nutrition, LLC ®
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給餌計画の一例

Performance Horse Nutrition, LLC ®

1歳
体重 = 387 kg
増体日量 = 0.29 kg/日
成熟時予想体重 = 500 kg
中程度の運動

6 kg チモシー
2 kg アルファルファ
4 kg 競走馬用飼料

穀物摂取量 2倍

対
（
推

奨
）
要

求
量

%

16

給餌計画の一例

Performance Horse Nutrition, LLC ®

1歳
体重 = 387 kg
増体日量 = 0.29 kg/日
成熟時予想体重 = 500 kg

7.5 kg 放牧草
1 kg 燕麦
1 kg バランサー

対
（
推

奨
）
要

求
量

%
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食餌の変化

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 放牧草から乾草へ、とい
う食餌の変化

• 植物の種類及び化学成
分が類似であれば、細菌
への影響はない

Grimm et al., 2016
• 粗飼料がもっと劇的に変

わった場合については情
報がない

・一過性の下痢
・一過性のガス増加/

鼓脹症

18

食餌の変化

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 粗飼料の種類

• 1歳馬は放牧草に依存

• 調教中の1歳馬は乾草
に依存

• 粗飼料は、大腸で微生
物によって発酵される

• 粗飼料の種類が変わる
ことで微生物に影響は
あるのか？

馬（Equus caballus)

体長： 164 cm

消化物の平均滞留時間＝ 30～35時間
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食餌の変化

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 食餌の変化が細菌の
変化や下痢をもたらす
ならば、これは修正さ
れなければならない

• 細菌の変化と下痢 –プ
ロバイオティクスとプレ
バイオティクスで修正で
きる可能性がある (Hassel 
et al, 2017)

• 飼料やサプリメントに加
えられる

20

食餌の変化

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 食餌の変化: 穀物が急
に増える又は変わる

• 微生物に変化が起きる
–繊維分解活動の低下、

デンプン分解活動の上
昇 – Julliand and Grimm, 2017

• 乳酸塩の増加、pHの低
下
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食餌の変化

• 胃酸の問題

• 胃潰瘍 –胃酸が原因

• 結腸潰瘍 –大腸の酸
性化が原因

• どちらも「競走馬」の管
理の結果として起こり
得る

Performance Horse Nutrition, LLC ®

22

食餌の変化

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 米国、香港、オーストラリ
ア、ニュージーランドにおい
て

• プロバイオティクス –細菌を
助ける

生酵母培養物
pHを制御
繊維消化性微生物を

刺激

• プレバイオティクス –大腸菌
やサルモネラといった有害
細菌を除去する

MOS
非消化性の糖

17-110395.indd   12 2017/11/16   10:21



25

胃潰瘍 ‐症状

• 急性又は再発性の疝痛

• 食欲低下又は「好き嫌い」が激し
くなる

• 体重減少
• 被毛の変化又は毛づやが悪い
• 慢性下痢
• 成績不振

• 気質・行動の変化（攻撃的又は
神経質な傾向を含む）

• 歯ぎしり/歯をくいしばる
• 腹帯を締める際に痛い/苦しい

24

潰瘍 –パフォーマンスホース

胃潰瘍
結腸潰瘍

潰瘍なし

胃と結腸の潰瘍

87%

63%

3%

54%

Pellegrini, 2005
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運動時の
胃の圧力

胃内圧

腹内圧

安静 常歩 速足 キャンター 坂路 キャンター 速足 常歩 安静

無腺部粘膜

低密度物

中密度物
高密度液

高密度液

無腺部粘膜

26

胃潰瘍の原因

• 絶食

• 「一食」ずつ与えられる
飼葉

• 穀物が多い食餌

• 粗飼料が少ない食餌

• ストレス

– 輸送

– 馬房生活

– 強い運動

• NSAIDsの長期使用
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24時間の胃酸の変化: 
イネ科乾草を自由摂取

Murray & Schusser, EVJ, 1993; Murray et al., EVJ, 1996; 
Luthersson et al., 2009

時間

28

原料 咀嚼

燕麦 900g（床置き） 1000回

乾草 900g（床置き） 2000回

スイートフィード 900g（胸の高さ） 350‐500回

唾液は、胃酸の緩衝に役立つ –咀嚼
が増えるほど、より多くの唾液が出る

唾液は緩衝剤である

放牧で草を自由に食ませた場合 = 1日に60,000回
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0日目 2日目 4日目

• 粗飼料が足りない
• 空（ｶﾗ）の胃は、強い酸性

「一食」ずつ与えられる飼葉

Murray & Schusser, Equine Vet J, 1993; Murray & Eichorn, Am J Vet Res, 1996.

30

24時間の胃酸の変化: 
飼料なし

1時間
18時間出血性病変

5時に夜飼、7時までには乾草

を食べ終わり、次の飼葉は翌
朝7時 ‐ 12時間にわたって餌
なし！ということも珍しくはない

Murray & Schusser, EVJ, 1993; Murray et al., EVJ, 1996; 
Luthersson et al., 2009

飼葉の間隔が6時間以

上になると潰瘍リスク
が高くなる可能性あり

時間
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潰瘍対策 ‐オメプラゾール

• 胃酸をブロック

• プロトンポンプ阻害
剤がH+K+ を結合 ‐
ATPaseポンプ

• ポンプをブロックす
ることで酸分泌を止
める

食道

プロトンポンプが
酸を生産

PPIはプロトンポンプ
を止め、酸を減らす

壁細胞

32

潰瘍 –結腸

• 右背側結腸炎（RDC）
• 胃潰瘍よりも発生頻度は低いが、より深刻である
• 症状

– 間欠性疝痛
– 嗜眠
– 食欲不振
– 発熱
– 下痢
– 脱水
– 腹部浮腫
– 血液検査上の変化

•軽い貧血
•白血球の毒性変化
•白血球数が多い
•血中蛋白質が低い
•炎症性蛋白質が高い
•カルシウムが低い
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潰瘍対策 ‐管理

• 穀物飼料は少量ずつ
何食にも分ける

飼葉を1日4回に

• 運動前に給餌する

• 可溶性炭水化物を減ら
す

脂肪添加
繊維添加
ビートパルプ添加

Performance Horse Nutrition, LLC ®

34

潰瘍対策 ‐管理

• アルファルファ乾草

• 米国テキサスA&M大学の研究（Lybbert et al., 
2007）

• アルファルファは、胃酸に対する天然の緩衝剤と
なった（カルシウム）。

• バミューダグラス乾草よりもアルファルファ乾草を
与える方が、胃潰瘍発生率の抑制に効果的で
あった。

• できればアルファルファを5‐6時間おきに定期的
に与えるとよい（Nadeau 2000）

• 1日中いつでも自由に粗飼料を食べられる状態

にある馬の場合、咀嚼によって唾液が分泌され
ることも胃酸及び胃内容物に対する緩衝剤にな
る。
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潰瘍 ‐結腸

• 治療

• 粗飼料を最大限に利用
する

• 穀物の「食事」回数を増
やす

飼葉を1日4回に

• 一食あたりの穀物の量は
少なくする –一食あたり2
kgを決して超えないよう
に

バイパスデンプン

Performance Horse Nutrition, LLC ®

潰瘍対策 ‐管理

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 飼料サプリメント
• 様々な新製品が出ている
• 制酸剤 –胃酸を緩衝

• 酵母抽出物も役立つ可能性
あり、消化を担う微生物を正
常に保つことで後腸pHを安定
させる

• オメガ3 (DHA)で炎症を抑える
• アミノ酸 –蛋白質を作る要素、

消化管全体を覆う粘液を健全
に保つ助けとなる

• プレバイオティクス –正常な
微生物叢の安定化
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食餌の変化 ‐電解質

• 運動を行っている馬は、
自ら塩の摂取量を増やし
て失われた塩分を補おう
とはしない

• 運動を行っている馬は、
維持時のナトリウム必要
量の½から¾しか摂取しな
かった (Jansson et al., 
1996)

• 飼料に電解質を加えて与
えなければならない

Performance Horse Nutrition, LLC ®
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食餌の変化 ‐電解質

• 運動を行う馬は、発汗
によって体熱をコント
ロールする

• 発汗によって、水分も
電解質も失われる

• 必要な電解質を補うた
めに馬は自主的に塩ブ
ロックからの塩の摂取
量を増やすだろうか？

Performance Horse Nutrition, LLC ®

17-110395.indd   20 2017/11/16   10:21



まとめ

• 調教中の若い馬の栄
養要求は:

維持
成長
運動

• 幼駒や成馬よりも、栄
養必要量が多い

Performance Horse Nutrition, LLC ®

電解質

• 新しい技術

• 馬の汗に含まれる電解
質の量を真似たサプリ
メント

• 発汗量に応じて投与量
を調節 –運動強度

• 新たな添加物 – BCAA
– 運動後の筋肉の分解を
止める

Performance Horse Nutrition, LLC ®

17-110395.indd   21 2017/11/16   10:21



まとめ

• 飼養管理

• 給餌計画の変更は少し
ずつ行う

• 一食あたりの穀物は少量
にする

脂肪
繊維

• 穀物給与の頻度を増や
す

• 粗飼料は自由摂取させる

• 運動前に給餌する

Performance Horse Nutrition, LLC ®

まとめ

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 調教中の若い馬の高
い栄養要求量を満たす
には
– 粗飼料の変更

– 穀物飼料の変更

• 飼料の変更は、消化不
良、下痢、潰瘍の原因
となり得る

• 薬と飼養管理の双方か
ら対策する
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質問

Performance Horse Nutrition, LLC ®

まとめ

Performance Horse Nutrition, LLC ®

• 飼料サプリメントを有効
活用

– プロバイオティクス

– プレバイオティクス

– 潰瘍用サプリメント

• 若い馬が自主的に摂
取する塩の量では、電
解質要求量を満足でき
ない
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http://www.ebmtrading.com

（販売元）

（輸入元）
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